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生活科
１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
２ 指導と評価の一体化
３ グループ別協議

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
園での生活（お店ごっこ）

お店ごっこをする様子を、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を手掛かりに捉えてみましょう。

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範
意識の芽生え

社会生活との
関わり

思考力の芽生
え

自然への関わ
り・生命尊重

数量や図形、
標識や文字な
どへの関心・
感覚

言葉による伝
え合い

豊かな感性と
表現



生活科の特質
年間や、単元などの内容や時間のまとまりを見通して、そ

の中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話
的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、児童が
具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考
え方を生かし、自分と地域の人々、社会及び自然との関わり
が具体的に把握できるような学習活動の充実を図ることとし、
校外での活動を積極的に取り入れること。

学習指導要領解説生活編５２頁 第４章「１ 指導計画作成上の配慮事項」１（１）

・「年間」～を見通す
・「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かす
・「自分と地域の人々、社会及び自然との関わりが
具体的に把握できるような学習活動」を行う

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

生活科の特質
・「年間」～を見通す

生活科の特質による固有なものであり、生活科の教科目標で示
された「自立し生活を豊かにしていくための資質・能力」は、一
つ一つの単元や年間を通した授業の積み重ねによって総合的に育
成されていくことを意味している。

・「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かす
身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい

生活に向けて思いや願いを実現しようとすること

・「自分と地域の人々、社会及び自然との関わりが具体的に
把握できるような学習活動」を行う
自分も地域の人々、社会及び自然の中で生活している者の一人

であり、よりよい生活者になることを願って生活している者とし
て、地域の人々、社会及び自然などを捉えること

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



身近な生活に関わる見方・考え方
・「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かす

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい
生活に向けて思いや願いを実現しようとすること

教科書上巻
６１頁

教科書上巻
７９頁

教科書上巻
７３頁

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

深い学び
～自分自身や自分の生活について考え、表現することにより、気付きの質
が高まり、対象が意味付けられたり価値付けられたりするならば、身近な
人々、社会及び自然は自分にとって一層大切な存在になってくる。このよ
うな「深い学び」の実現こそが求められるのである。

１５頁 第２章「第１節 教科目標」３（２） 解説

～「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かした学習活動が充実するこ
とで、気付いたことを基に考え、新たな気付きを生み出し関係的な気付き
を獲得するなどの深い学びを実現するようにする。

９４頁 第５章「第４節 学習指導の進め方」 解説

～気付きの質の高まりは、満足感、成就感、自信、やり甲斐、一体感など
の手応えとなり、次の体験への安定的で持続的な意欲につながっていくこ
とになる。生活科においては、気付きの質の高まりが深い学びであると捉
えることができる。

７７頁 第５章「第１節 生活科における指導計画と学習指導の基本的な考え方」２ 解説

深い学び＝気付きの質の高まり

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



気付きの質の高まり
・無自覚だった気付きが自覚される
・一人一人に生まれた個別の気付きが関連付けられ
る

・対象のみならず自分自身についての気付きが生ま
れる

・集団生活になじみ、集団における自分
の存在に気付く

・自分のよさや得意としていること、ま
た、興味・関心をもっていることなど
に気付く

・自分の心身の成⾧に気付く

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

気付きの質を高める手立て
・気付いたことや楽しかったことなどについて、言
葉、絵、動作、劇化などの多様な方法により表現
する。

・見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、工
夫するなどの多様な学習活動を行うことにより、
考える。

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



表現し、気付きの質を高めるイメージ
・気付いたことや楽しかったことなどについて、言
葉、絵、動作、劇化などの多様な方法により表現
する。

体験１

体験２

体験３

表現１
表出する

無自覚→自覚

表現２
交流する

個別→関連付く

表現３
振り返る

自分自身の成⾧

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

考え、気付きの質を高めるイメージ
・見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、工
夫するなどの多様な学習活動を行うことにより、
考える。

①いろいろな
どんぐりが
あるね。

②丸いどんぐりはこっ
ち、大きなどんぐり
はこっちに入れよう。

③見て!赤ちゃ
んどんぐりが
あるよ。

④どんぐりゴマを作っ
たよ。なかなかうま
く回せないな。

⑤Ａさんのコマは、
どうしてよく回
るのかな。

⑥コナラよりクヌギ
の方が丸いから、
きっとよく回るよ。

⑦回し方を工
夫すると⾧
く回るよ。

比べる 比べる

たとえる 試す

見通す

工夫する見付ける

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



ＩＣＴの活用
学習活動を行うに当たっては、コンピュータなどの情報機

器について、その特質を踏まえ、児童の発達の段階や特性及
び生活科の特質などに応じて適切に活用するようにすること。

学習指導要領解説生活編７０頁 第４章「２ 内容の取扱いについての配慮事項」（４）

〈低学年の児童の発達の特性〉
・人、社会、自然を一体的に感じ取
り、自分との関わりで捉える。

・情報機器の操作に戸惑う。

〈生活科の特質〉
・「年間」～を見通す
・「身近な生活に関わる見方・考え
方」を生かす

・「自分と地域の人々、社会及び自
然との関わりが具体的に把握でき
るような学習活動」を行う

〈ＩＣＴの特質（例）〉
・学習対象と教室を静止画でつな
ぐ。

・学習対象と教室を動画でつなぐ。
・音で学習環境をつくる。
・教育資源と教室を通信でつなぐ。
・静止画や動画等の情報を、いつ
でも、どこでも、繰り返し振り
返って学習を深める。

・児童一人一人が保存・蓄積した
情報で、児童同士の対話を促す。

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

２ 指導と評価の一体化
各教科における評価の基本構造



２ 指導と評価の一体化
生活科の内容のまとまり

■自分自身の生
活や成⾧に関
する内容

■身近な人々、
社会及び自然
と関わる活動
に関する内容

■学校、家庭及
び地域の生活
に関する内容

２ 指導と評価の一体化
「内容のまとまり」の構成

（５）季節の変化と生活
身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に関わったり

するなどの活動を通して、それらの違いや特徴を見付けるこ
とができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様
子が変わることに気付くとともに、それらを取り入れ自分の
生活を楽しくしようとする。

・～を通して（具体的な活動や体験）、
・～ができ（思考力、判断力、表現力等の基礎）、
・～が分かり・～に気付き（知識及び技能の基礎）、
・～しようとする（学びに向かう力、人間性等）。

次の「内容のまとまり」の記述を、色分けしてみましょう。
・学習指導要領解説３８ページ（５）季節の変化と生活
・ ４１ページ（６）自然や物を使った遊び



２ 指導と評価の一体化
内容のまとまりごとの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

身近な自然を観察し
たり、季節や地域の行
事に関わったりするな
どの活動を通して、自
然の様子や四季の変化、
季節によって生活の様
子が変わることに気付
いている。

身近な自然を観察し
たり、季節や地域の行
事に関わったりするな
どの活動を通して、そ
れらの違いや特徴を見
付けている。

身近な自然を観察し
たり、季節や地域の行
事に関わったりするな
どの活動を通して、そ
れらを取り入れ自分の
生活を楽しくしようと
している。

（５）季節の変化と生活
身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活

動を通して、それらの違いや特徴を見付けることができ、自然の様子や四
季の変化、季節によって生活の様子が変わることに気付くとともに、それ
らを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。

２ 指導と評価の一体化
内容のまとまりごとの評価規準

（６）自然や物を使った遊び
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活

動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ、その面白
さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなと楽しみながら遊びを創り
出そうとする。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

「（６）自然や物を使った遊び」の「内容のまとまりごとの評価規準」
を作成してみましょう。



２ 指導と評価の一体化
評価の進め方

１ 単元の目標を作成する

２ 「単元の評価規準」及び
「小単元における評価規準」を作成する

３ 「指導と評価の計画」を作成する

４ 観点ごとに総括する

授業を行う

２ 指導と評価の一体化
単元の目標

内容
（５）季節の変化と生活 （６）自然や物を使った遊び

単元の目標（例）
秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して、秋とそ

の他の季節との違いや特徴を見付けたり、遊びや遊びに使う
物を工夫してつくったりして、秋の自然の様子や夏から秋へ
の変化、それを利用した遊びの面白さに気付くとともに、季
節の変化を取り入れ自分の生活を楽しくしたり、みんなと楽
しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができるよう
にする。

「単元の目標」の構成について気付いたことを、チャット
で回答してみましょう。



２ 指導と評価の一体化
単元の評価規準

単元の目標（例）
秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して、秋とその他の季節との違い

や特徴を見付けたり、遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりして、秋の自然
の様子や夏から秋への変化、それを利用した遊びの面白さに気付くとともに、季
節の変化を取り入れ自分の生活を楽しくしたり、みんなと楽しみながら遊びを創
り出そうとしたりすることができるようにする。

単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

秋の自然を見付けたり
遊んだりする活動を通し
て、秋の自然の様子や夏
から秋への変化、それを
利用した遊びの面白さに
気付いている。

秋の自然を見付けたり
遊んだりする活動を通し
て、秋とその他の季節と
の違いや特徴を見付けた
り、遊びや遊びに使う物
を工夫してつくったりし
ている。

秋の自然を見付けたり
遊んだりする活動を通し
て、季節の変化を取り入
れ自分の生活を楽しくし
たり、みんなと楽しみな
がら遊びを創り出そうと
したりしている。

２ 指導と評価の一体化

小
単
元 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度

１

①校庭や公園の秋の自然の様
子や特徴、夏から秋への移
り変わりに気付いている。

①楽しみたい遊びを思い描き
ながら、校庭や公園の秋の
自然の中から遊びに使う物
を選んでいる。

②諸感覚を生かして、校庭や
公園の秋の自然に関わって
いる。

①秋の自然を楽しみたいとい
う思いや願いをもって、校
庭や公園の秋の自然と繰り
返し触れ合おうとしている。

２

②校庭や公園の秋の自然はい
ろいろな遊びに利用できる
ことや、遊びを工夫したり
遊びを創り出したりするこ
との面白さに気付いている。

③遊びの約束やルールなどを
工夫しながら、遊んでいる。

④比べたり、たとえたり、試
したり、見通したりしなが
ら、遊びを楽しんでいる。

②校庭や公園の秋の自然の様
子や特徴に応じながら、そ
れらと関わろうとしている。

③みんなで楽しく遊ぶ際、道
具や用具の準備や片付け、
掃除、整理整頓をしている。

④遊びには約束やルールが大
切なことやそれを守って遊
ぶと楽しいことに気付いて
いる。

３

③みんなで遊ぶと生活が楽し
くなることを実感し、毎日
の生活を豊かにしようとし
ている。

小単元における評価規準



２ 指導と評価の一体化

小
単
元 知識・技能

１

①校庭や公園の秋の自然の様
子や特徴、夏から秋への移
り変わりに気付いている。

２

②校庭や公園の秋の自然はい
ろいろな遊びに利用できる
ことや、遊びを工夫したり
遊びを創り出したりするこ
との面白さに気付いている。

③みんなで楽しく遊ぶ際、道
具や用具の準備や片付け、
掃除、整理整頓をしている。

④遊びには約束やルールが大
切なことやそれを守って遊
ぶと楽しいことに気付いて
いる。

３

評価規準の作成のポイント

【知識】
・○○に気付いている。○○が分かって
いる。

【技能】
・△△において（の際）、□□している。
※□□には、学習指導要領解説生活編
１４頁に示した習慣や技能を参考にし
て、具体を記述する。

・気付きが自覚される（①）
・個別の気付きが相互に関連付く（②）
・対象のみならず自分自身についての気
付きが生まれる（④）

ことを気付きの質の高まりとして見取る。

２ 指導と評価の一体化

小
単
元 知識・技能

１

①校庭や公園の秋の自然の様
子や特徴、夏から秋への移
り変わりに気付いている。

２

②校庭や公園の秋の自然はい
ろいろな遊びに利用できる
ことや、遊びを工夫したり
遊びを創り出したりするこ
との面白さに気付いている。

③みんなで楽しく遊ぶ際、道
具や用具の準備や片付け、
掃除、整理整頓をしている。

④遊びには約束やルールが大
切なことやそれを守って遊
ぶと楽しいことに気付いて
いる。

３

評価規準の作成のポイント
本単元で取り上げられている、生活上

必要な習慣や技能は何でしょうか。学習
指導要領解説１４頁を参考にして、書き
出してみましょう。

習
慣

技
能



２ 指導と評価の一体化

小
単
元 思考・判断・表現

１

①楽しみたい遊びを思い描き
ながら、校庭や公園の秋の
自然の中から遊びに使う物
を選んでいる。

②諸感覚を生かして、校庭や
公園の秋の自然に関わって
いる。

２

③遊びの約束やルールなどを
工夫しながら、遊んでいる。

④比べたり、たとえたり、試
したり、見通したりしなが
ら、遊びを楽しんでいる。

３

評価規準の作成のポイント

【思考・判断・表現】
・○○して（しながら）、△△している。
※○○には、具体的な学習活動において
期待する思考を記述する。
見付けて（思い起こして、感じて…）
比べて （特徴でまとめながら…）
たとえて（知っていることで表し…）
試して （実際に確かめながら…）
見通して（思い描き、振り返って…）
工夫して（生かしながら、見直し…）

・見付ける、比べる、たとえる、などと
示された分析的に考えること

・試す、見通す、工夫する、などと示さ
れた創造的に考えること

を踏まえる

２ 指導と評価の一体化

小
単
元

主体的に学習に
取り組む態度

１

①秋の自然を楽しみたいとい
う思いや願いをもって、校
庭や公園の秋の自然と繰り
返し触れ合おうとしている。

２

②校庭や公園の秋の自然の様
子や特徴に応じながら、そ
れらと関わろうとしている。

３

③みんなで遊ぶと生活が楽し
くなることを実感し、毎日
の生活を豊かにしようとし
ている。

評価規準の作成のポイント

【主体的に学習に取り組む態度】
・○○し、△△しようとしている。
※○○には、「粘り強さ」「学習の調
整」「実感や自信」に関して具体的に
表したものを記述する。

・粘り強さ…思いや願いの実現に向かお
うとしていること（①）

・学習の調整…状況に応じて自ら働きか
けようとしていること（②）

・実感や自信…意欲や自信をもって学ん
だり生活を豊かにしたりしようとする
ことを繰り返し、安定的に行おうとし
ていること （③）

などを踏まえる。



２ 指導と評価の一体化
指導と評価の計画

小単元名
（時間） 学習活動 評価

規準 評価方法

１
秋の宝物
をみつけ
よう
（５）

・校庭で秋見付けをする。
・秋について知っていることや園などで経験
したことのある遊びなどを出し合う。

・校庭や公園などで秋見付けを繰り返し行っ
たり、気付いたことを自分なりの方法で表
したりする。

態①
思①

知①
思②

行動観察、発言分析
発言分析

行動観察、発言分析

２
秋の宝物
でつくっ
て遊ぼう
（８）

・秋の自然を利用して遊ぶ。

・秋の自然や身近にある物を利用して、遊び
や遊びに使う物を工夫して作ったり、作っ
た物を使って遊んだりする。

知②
思③
思④
態②

行動観察、発言や振り
返りの記述の分析
行動観察、発言や振り
返りの記述、表現物及
び日記の分析

３
秋の宝物
でみんな
で遊ぼう
（４）

・「あきまつり」を開いて、みんなで楽しく
遊ぶ。

・これまでの活動を振り返り、秋の思い出や
秋の自然と自分との関わりなどについて、
言葉や絵で表現したり、伝え合ったりする。

知③
知④

態③

行動観察
行動観察、発言や振り
返り及び表現物の分析
行動観察、発言や表現
物及び日記の分析

２ 指導と評価の一体化
児童の姿と評価

小単元名
（時間） 学習活動 評価

規準 評価方法

２
秋の宝物
でつくっ
て遊ぼう
（８）

・秋の自然を利用して遊ぶ。

・秋の自然や身近にある物を利用して、遊び
や遊びに使う物を工夫して作ったり、作っ
た物を使って遊んだりする。

知②
思③
思④
態②

行動観察、発言や振り
返りの記述の分析
行動観察、発言や振り
返りの記述、表現物及
び日記の分析

思考・判断・表現

④比べたり、たとえたり、
試したり、見通したり
しながら、遊びを楽し
んでいる。

児童にどのような姿が見られたら、「Ｂ:おおむね満足できる」
状況であると評価しますか。チャットで回答してみましょう。おも
ちゃの具体については、みなさんの経験から決めてください。



２ 指導と評価の一体化
児童の姿と評価

〈評価規準〉
比べたり、たとえたり、試したり、見通したりしながら、遊びを

楽しんでいる。【思考・判断・表現】

〈児童の姿の想定と評価方法（例）〉
①遊びに使う物について、前回と今回、友達と自分などを比べなが
ら、遊びを楽しんでいる。

②因果関係などを見通すとともに、繰り返し試しながら、遊びを楽
しんでいる。

③秋の自然のよさを生かし、いろいろなものにたとえながら、遊び
を楽しんでいる。

④いろいろな約束やルールなどを試しながら、遊びを楽しんでいる。
※いずれも、行動観察、発言や振り返りの記述及び遊びに使う物の
分析による。

２ 指導と評価の一体化
児童の姿と評価

次のような〈児童の姿〉に対して、前頁の〈児童の姿の想
定〉に照らして、どのように評価しますか。
「Ａ:十分満足できる」と判断する人は、その理由も、
「Ｂ:おおむね満足できる」、「Ｃ:努力を要する」と判断
する人は、「Ａ」もしくは「Ｂ」の姿に高めるために、どの
ような指導・援助を行うかも考えてみましょう。

〈児童の姿〉
Ａ児は、どんぐりを弾いて的当てをする「どんぐりボウリ

ング」をして遊んだ。「この飛ばし方なら奥まで届くか
な?」、「こっちのどんぐりの方が、真っすぐに飛ぶかもし
れない。」と予想をし、ねらったところに飛ばすことができ
るよう繰り返し試していた。



３ グループ別協議
〈協議題〉ＩＣＴの活用と授業改善

（１）単元指導計画と学習展開の概要の説明
（２）ＩＣＴの活用のメリット
（３）ＩＣＴの活用に当たっての配慮事項
（４）その後の評価と授業改善に、どのようにつな

げたか。（つなげるか。）

本日の研修を受けて、
今後、授業改善として取り組みたいこと


